
（記載要領） 

・ 委託書（第１号様式の１） 

・ 水道水水質試験委託書（第１号様式の２） 

 

１ ．「年月日」欄 

  委託物の搬入日又は使用料の支払日（領収書の発行日）となります。検査の試験項目

により、受付日が限定される場合がありますので、事前に試験担当科と協議が必要です。 

２ ． 委託者「住所」「氏名」欄 

  法人にあっては、住所欄には主たる事務所の所在地、氏名欄にはその名称及び代表者

の氏名を記載してください。電話番号等の連絡先を追記してください。 

３ ．「依頼区分」「受付件数」「試験検査件数」欄 

※ 印の欄は記入しないでください。 

４ ．「委託物の品名及び数量」欄 

  数量、容器、採取方法等については事前に担当科と協議してください。 

 【記載例】 

 ①細菌、ウイルスにかかる検査の場合 

  「血清 １０件」「便 ２０件」「食品（食品名）５件」等 

 ②臓器移植、骨髄移植にかかる検査の場合 

  「血液（２）」  ※（ ）内は検査人数を記入してください。 

 ③食品にかかる検査の場合（食品添加物や農薬分析等） 

  「味付干あじ  ３００ｇ」等 

 ④温泉及び鉱泉にかかる検査の場合 

  「温泉水」 

５ ．「委託の目的」欄 

  どのような成績を得たいかによって、試験項目の種類が異なりますので、事前に担当

科と協議してください。 

  【記載例】 

  ①細菌、ウイルスにかかる検査の場合 

   「インフルエンザ抗体検査」「電子顕微鏡検査」「赤痢菌」 

   「細菌検査（細菌数、サルモネラ、大腸菌Ｏ１５７）」等 

  ②臓器移植、骨髄移植にかかる検査の場合 

   「ＨＬＡ―ＡＢＣ型別検査（２） 

    ＨＬＡ―ＤＲ，ＤＱ型別検査（２） 

    クロスマッチ検査（１）」 

    ※（ ）内は検査人数を記入してください。 

 ③食品にかかる検査の場合（食品添加物や農薬分析等） 

  「ソルビン酸」「安息香酸」等 

 ④温泉及び鉱泉にかかる検査の場合 

  「鉱泉分析」 



６ ．「料金支払区分」欄 

  後納、減免許可者以外は、「即納」を○で囲んでください。 

  後納許可については、国、地方公共団体、地方公営企業、事務組合、衛生事務組合の

ほか、法人にあっては使用料金額や前年度実績により許可されますので、事前にお問い

合せください。 

７ ．「料金」欄 

  事前に担当科と協議して検査することとなった件数並びに試験項目ごとの合計額を記

入します。ご了解頂ければ当所で記入しますので空欄としてください。 

８ ．「委託物の製造又は採取の日時及び場所」欄 

  委託物の種類や目的により記入不要の場合もありますので、事前に試験担当科にお問

い合せください。温泉にかかる検査の場合は、温泉の所在地及び名称を記入してくださ

い。 

９ ．「披検査者住所、氏名、年齢及び性別」欄 

  血液や尿等の人体由来の検査物の場合のみ記載してください。検査人員が複数の場合

は全員について記入してください。 

10．「参考事項」欄 

 (１)食品にかかる検査の場合、検査物の製造所の住所及び工場名等を記載してください。 

 (２)臓器移植及び骨髄移植にかかる検査の場合、つぎのように申請願います。 

  「○○病院○○科○○先生へ検査成績書を送付してください。｣ 

※ 臓器移植及び骨髄移植にかかる検査については、遺伝子学的な個人データが含まれます

ので、主治医から臨床的見地とともに検査結果を聞いて頂くこととしております。 

 (３)温泉及び鉱泉にかかる検査の場合、つぎのように申請願います。 

  「上記委託試験のため（温泉所在地の市町村名）へ検査員の派遣をお願します。」 

11 ． 水道水水質検査委託書（ 第１ 号様式の２ ）の場合 

 (１)「水道の名称」欄 

   水道事業者の市町村名と水道名を記載してください。 

 (２)「委託の目的」欄 

   該当するものに○印をつけてください。 

 (３)「試験を必要とする項目」欄 

   事前に試験担当科と協議し、該当するものに○印をつけてください。 

 (４)「採水場所」「採水日時」欄 

   様式に従い、正確に記入してください。 

 (５)「採水現場調書」欄 

   採水場所ごとに別紙様式に従い、正確に記入してください。検査物が多数の場合は

別様式を用意しますので申し出てください。 


